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　令和元年度も、早いものであと１か月を切りました。台風19号の爪痕もまだ癒えないところもあるなか、各児童館では新型コ

ロナウイルス感染症の感染予防や児童クラブの臨時開設などの対応に追われる慌ただしい日々をお送りのことと思います。

　児童館職員の皆様には、今年度の当協議会各種事業へ協力いただきまして、誠にありがとうございました。次年度につきまし

ても、研修の機会や児童館相互の連携の機会がさらに充実するよう事業を実施して参りますので、どうぞよろしくお願いします。

令和元(2019)年度　第4号

栃木県児童館職員等研修会を実施しました
演習C　地域児童健全育成支援者研修会
　　　　「困難を抱える子どもたちへの理解と支援～児童虐待と発達障害を中心に～」

講師：栃木県中央児童相談所　判定指導課長　岩井幸祐 氏

　●実施日：2019年１２月１０日（金）　　　　●参加者数：２５名
　●感想（一部抜粋）
　・社会での親子への支援が必要だが、まずは、そばにいる人の優しい一声、
　対応が大切だと思いました。発達障害が増加している中、日々の勉強の大
　切さも再認識しました。様々な角度から考え子ども達と関わっていきたい
　です。
　・その子を知り、その子に応じて対応していくことが大切であると感じた。あとは、相談にのる方も内容によって、他の機関につ
　ないだり、他の方に回したりすることも大切だと感じた。
　・障がいをもつ子の困り感を支援する為にもその子の特性を早めに知ることが大切だと思いました。子どもたちの言葉に耳をかた
　むけ、非難せず聞くことが信頼につながり、子どもの居場所に繋がっていくのだと思いました。子どもたちの問題に早く気がつく
　ことが出来たらと思います。

　　　　　　 朝から灰色の雲が立ち込め、冷たい雨が降っていた２月 16日（日）。子ども総合科学館
にて「第 21 回児童館フェア」を開催しました。会場には、県内 32 児童館・約 120名のスタッフが集結し、今年も趣向
を凝らした工作やゲームのブースがずらり。12時オープンの前から、会場の扉の前には列ができていました。悪天候など
にもかかわらず、体験した参加者は延べ 4764人。会場は熱気に包まれていました。作ったものを両手いっぱいに抱えた
子どもたちは、「今年も来たよ！」「全部のコーナーに行ってきたよ。」「楽しかったよ！」などと笑顔で話してくれました。
　今回ご参加いただいた各児童館の皆様、お忙しい日々の業務の合間を縫ってご準備、本当にありがとうございました。

【宇都宮市】岡本児童館・白沢児童館・田原児童館　　【足利市】山川こども館・梁田こども館　　【栃木市】いまいずみ児童館・

はこのもり児童センター・そのべ児童館・さくら３Jホール・大平児童館・大平みなみ児童館　　　　

【佐野市】南児童館・東児童館・西児童館・田沼児童館　　　【矢板市】矢板児童館・矢板東児童館・かたおか児童館

【さくら市】上松山児童センター・喜連川児童センター・氏家児童センター   【益子町】やわらぎ児童館　　　

【下野市】南河内児童館・こどもの広場いしばし・国分寺東児童館・国分寺駅西児童館・国分寺姿西児童館　　

【壬生町】壬生町児童館　　【野木町】新橋児童館・あかつか児童センター　　

【高根沢町】児童館みんなのひろば・児童館きのこのもり　【特別参加】河内地区ふれあい学習推進会議

第 2１回　児童館フェア開催しました

会場：栃木県子ども総合科学館

　★参加児童館★

スタッフ交流会 工作あそびブース 体験ゲームあそびブース



                                 お問い合せ先
栃木県児童館連絡協議会事務局（栃木県子ども総合科学館・育成課内）　担当：金田
　　　　　　ＴＥＬ：028－659－5555　　ＦＡＸ：028－659－5353

　毎年恒例の「おりがみ作品展」。今年度は「宇宙」と「フリー」の２つのテーマで募集しました。その結果、下記の５館・計７点
の作品が集まりました。参加児童館のスタッフの方々や子どもたち、各児童館に携わる地域の方々が協力して作り上げた作品が科学
館のメインホールを彩り、来館者の目を楽しませてくれました。この展示の様子は、１月２４日（金）付けの下野新聞にも掲載され
ました。ご参加いただきました各児童館の皆さま、ありがとうございました。

おりがみ作品展を開催しました 開催期間：2020年１月１８日（土）～２月 16日（日）

おりがみ作品展の全体の様子
高根沢町　児童館きのこのもり
「BlackHole ーブラックホールー」

栃木市　さくら３Jホール
　　「空の海へ出発！」

　　　　足利市　梁田こども館
　　　  「どうぶつたちのお月見」
   ～くまモン・たぬき・カルガモ親子～

さくら市　喜連川児童センター
　　「はらぺこあおむし」

益子町　やわらぎ児童館
　　　　「七夕」

会場は、今回のテーマのひとつである「宇宙」
をイメージしハニカムボールをガーランド状
に飾り付けました。参加してくださった各児童
館には、記念品として様々な柄の折り紙をプレ
ゼントさせていただきました。

画像では分かりにくいですが、ブラ
ックホールが螺旋階段のように立体
的に表現されています。職業体験の
中学生たちが作り上げました。

児童クラブの子どもたちが願いを込め
るように折った小さな立体の星がちり
ばめらた「星の海」。学校で学んだ「冬
の大三角」は赤い星で表現しています。

児童クラブの子どもたちが、夏休みに開催された
折り紙教室の先生に教しえてもらいながら折り上
げた作品。１１月にはこども館でも展示しました。

児童クラブの子どもたちが意見を出し
合い、「物語の一場面を作ろう」と取り
組んだ作品。苦労しながらも、楽しん
で作った小さな笹飾りがポイントです。

１～６年生の子どもたちが、絵本
「はらぺこあおむし」に出てくる食
べ物と共に、自分たちの好きな食べ
物も一緒に折り、作品を彩りました。

2019年度第２回役員会を
　　　開催しました

２月20日（木）、子ども総合科学館
にて、次年度の事業計画などについて
協議されました。２年間の任期を務め
てくださいました皆様、大変お世話に
なりありがとうございました。今後も、
県児連事業にご助言いただけたら幸い
です。なお、次年度は４月１４日（火）
に、新旧役員会を、総会は
４月２１日（火）に開催す
る予定です。よろしくお願
いいたします。

　来年度も募集します
　「あそびの連携事業」

子ども総合科学館と共催で行ってい
るあそびの連携事業。来年度も「忍
者道場」を実施します。
みなさんの館で行っている遊びを修
行にアレンジして「忍者道場」とし
て遊んでみませんか？科学館スタッ
フも３名程度で伺います。
児童館のお祭りや、放課
後学童クラブのイベント
の時などにもぴったりで
す。

編集後記
この度の新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のため、県内の４３児童館のうち３２館が臨時
休館となりました。その対応は、市町村によっ
て様々。３月中のプログラムは中止するものの、
施設の一部は閉鎖して開館している館や、通常
の休館日を開館し対応する館も。また、閉館期間
も当初の予定期間より延長する館も出てきていま
す。
放課後児童クラブに関しては、児童館に併設さ
れている館は２４館あります。児童館が臨時休
館になっていても、児童クラブは開設している
ところがほとんどで、さらに臨時に追加受け入
れをしている館もあるようです。


